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コケ植物 
有川 智己 

 

１ はじめに 

（1）コケ植物とは 

コケ植物は、陸上植物のうちで、導管（道管）や篩管（師管）といった維管束を持たない分類群と

定義されている。しかし、現生のコケ植物を、維管束獲得以前の段階にある原始的な陸上植物とひと

くくりにするのは適切ではない。コケ植物はむしろ、変水性（水分可変性；水分が十分に得られない

ときは積極的に水分を手放して休眠状態でやり過ごし、湿気があるときには少量の水でも急速に回

復する）を高度に発達させている。そのため、小型だけれどもさまざまな基物の表面で生活すること

ができ、また、維管束植物も生えないような乾燥環境に生活するものも存在している。また、現生の

コケ植物は、減数分裂によって作られる胞子から発生する、単相世代の配偶体がその本体であり、複

相世代の胞子体は受精によって作られる胚から発生し、分枝することもなく配偶体に寄生している。

維管束植物の維管束は発達した胞子体に形成されるものなので、維管束を持たないことよりも、単

相世代の配偶体を本体としていることのほうが、コケ植物の本質的な性質と言える。現生のコケ植

物は、「蘚（セン）類」「苔（タイ）類」「ツノゴケ類」の 3 つのグループからなり、この 3 グループ

の関係には議論があるが、すべて配偶体を本体としていることは共通している。コケ植物を蘚苔類

と呼称することも多いが、もっとも異質なツノゴケ類をほかのコケ植物から区別することもあるの

で、ツノゴケ類を含むコケ植物全体を指す時は、蘚苔類よりもコケ植物という用語を使うほうが適

切である（有川 2012; 2017）。 

 

（2）神奈川県のコケ植物相の特徴 

神奈川県は、南は相模湾、東は東京湾に面し、気候も海洋の影響を強く受けている。山地は西部に

集中しており、東部から中部にかけては平野や丘陵地が広がっていて、都市化が進行している。 西

南部に火山性の箱根山地が、その北に丹沢山地が位置するが、最高地点はそれぞれ 1,438 m（神山）

と 1,673 m（蛭ヶ岳）で、亜高山帯には達しない。 

コケ植物は一般に植生帯の垂直分布に強く影響され、亜高山帯針葉樹林林床には多くのコケ植物

が群生するが、神奈川県には亜高山帯以上の植生帯がないので、本来亜高山帯以上に分布する種は

非常に希少で、箱根山地や丹沢山地の稜線部のブナ帯まで下りてきている高山性、亜高山性の種が

わずかにみられるのみである。森林の発達しない稜線上では、コケ植物相は概して貧弱であるが、箱

根山地では火成岩上に全国的にも希少な種が生育する。また、湿潤な山地の北斜面では一般に多く

の種類のコケ植物が見られるが、丹沢山地は北側が東京都・山梨県につながっており、県内には海に

向かって開けた崩壊の激しい南面が多く、あまり湿潤な森林がないため、暖地性の湿潤な環境に多

い懸垂性の蘚類なども県内には極めて少ない。 

コケ植物は基物に直接着生するため、地質の影響も大きく受ける。特に東京都や埼玉県では石灰

岩地に多くの独特な種類が見られるが、神奈川県ではほとんどみられない。しかし、三浦半島とその

基部を中心に点々と凝灰岩の路頭があり、千葉県の南部にも見られるような全国的にも希少な種が

見られる。また、火山の複雑な地質構造が影響しているのか、全国的に分布するホウオウゴケや関東

以西に見られるいくつかの種が、県内では箱根町の南部から湯河原町にだけ見られる。 
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２ 選定・評価の方法 

神奈川県でのコケ植物のレッドデータの判定は、前回の「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006

（有川ほか 2006）」が最初だった。今回が、そのはじめての改訂となる。 

 今回の改訂にあたり、神奈川県は、2017 年度から 2019 年度にかけ、公益財団法人平岡環境科学研究

所にコケ植物のレッドデータ生物調査を委託した。その一環として、まず、文献調査による神奈川県産

コケ植物チェックリストの改訂作業が行われた。神奈川県産コケ植物チェックリストは、平岡ほか（2002）

により初めて作成され、のちに改訂版（平岡ほか 2007c）が作成されたが、その後も地域フロラ 12 報

が発表されるなどしており、多くのアップデートが必要であった。この改訂版チェックリストには、蘚

類 55 科 187 属 428 種 5 亜種 17 変種 2 品種、苔類 41 科 75 属 188 種 10 亜種 3 変種、ツノゴケ類 2 科

6 属 10 種、合計 661 種（種内分類群を含む）が挙げられ、公表済みである（有川ほか 2019）。 

これらの文献調査と、現地調査の知見から、評価対象とすべき種の一次リストの作成が行われた。前

回レッドデータブックの掲載種（蘚類 61 種、苔類 28 種、ツノゴケ類 2 種）に加えて、前回レッドデー

タブック発行以降、神奈川県新産として報告された 15 種（蘚類 6 種、苔類 8 種、ツノゴケ類 1 種）と、

それらと分類学上の議論があるなど密接に関係する分類群など（蘚類 6 種）を加え、蘚類 73 種、苔類

36 種、ツノゴケ類 3 種の計 112 種を、レッドデータ生物選定の対象とする蘚苔類の一次リストにまと

めた。 

その後、県内各地で現地調査を重ねることで、一次リスト掲載種それぞれの現状をできるだけ把握し

た。現地調査は、平岡環境科学研究所の理事でもある著者（有川）のほか、平岡照代氏、平岡正三郎博

士が行った。また、前回レッドデータブック発行以降、神奈川県内でコケ植物のレッドデータブック掲

載種について自主的な調査・収集を単身精力的に進めてきた茅ヶ崎市在住の鈴木均氏から、標本情報の

提供をうけ、近年の生育情報を多数得ることができた。その情報の多くは、「均茶庵のこけここ」として

インターネット上に公開されている（均茶庵 online）。他に、磯野寿美子、金井和子、小久保恭子、佐

藤恭子、守屋武二、大谷房江、安斉唯夫の各氏に情報提供や調査同行などの協力を受けた。記して感謝

申し上げる。これらの情報をもとに、レッドリスト改定案が取りまとめられた。 

 コケ植物については、 (1) 植物体が小さいので、野外での同定や再確認、定量的解析が難しいこと、

(2) 過去の生育状況について信頼できる記録が少なく、減少率などについての定量的解析が不可能であ

ること、(3) 生育が微環境に依存するため、「個体数」や、個々の個体群の盛衰はあまり問題にならず、

生育地、生育環境自体が消失することが問題であること、といった問題がある。そのため、今回のレッ

ドデータブックのカテゴリー判定基準との整合性をとりつつ、前回のカテゴリー区分の目安（有川ほか

2006）を踏襲して判定を行った。その目安とは以下のとおりである。 

 

（1）絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN） 

・ 県内の生育地が 1 か所しか知られていない（ただし、次の場合は除く；(1) その 1 か所が十分に

広くて安定している場合、(2) 発見が困難な種類で、この先調査が進めばもっと生育地が発見出来

ると確信される場合。）。 
 
・ 県内の生育地が 3 か所以下しか知られておらず、いずれの生息地についても安定的に存続する

だろうという確信が持てない（発見が困難な種類で、この先調査が進めばもっと生育地が発見出

来ると確信される場合を除く。）。 

 

（2）絶滅危惧Ⅱ類（VU） 

・ 県内の生育地が 5 か所以下しか知られていない（ただし、次の場合は除く；(1) 十分に広くて安

定している生育地がある場合、(2) 発見が困難な種類で、この先調査が進めばもっと生育地が発見

出来ると確信される場合。）。 
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 また、前回のレッドデータの判定では、既に絶滅した可能性が高い種についても、絶滅、野生絶滅を

判定するのは初回の判定であったので避けたが、今回は判定基準に従い判定した。 

 

３ 結果 

今回の評価では、絶滅(EX)として 2 種（蘚類 1 種、ツノゴケ類 1 種）、絶滅危惧 I 類(CR+EN)として

18 種（蘚類 14 種、苔類 4 種）、絶滅危惧Ⅱ類(VU)として 29 種（蘚類 21 種、苔類 8 種）、準絶滅危惧

(NT)として 11 種（蘚類 8 種、苔類 3 種）、情報不足(DD)として 24 種（蘚類 10 種、苔類 13 種、ツノゴ

ケ類 1 種）の、合計 84 種を選定した。注目種(RM)は今回選定しなかった。評価対象とすべき種の一次

リストに含まれていた 112 種のうち 28 種は、どのカテゴリーにもあてはまらないと判定した。 

前回の判定では、絶滅危惧 I 類として 41 種（蘚類 31 種、苔類 9 種、ツノゴケ類 1 種）、絶滅危惧Ⅱ

類として 15 種（蘚類 9 種、苔類 6 種）、準絶滅危惧として 5 種（蘚類 3 種、苔類 2 種）、情報不足とし

て 24 種（蘚類 12 種、苔類 11 種、ツノゴケ類 1 種）、注目種として蘚類 6 種の合計 91 種を選定してい

た。前回の判定では、絶滅、野生絶滅を判定するのは避けたが、今回の改訂では、長期間確認されてい

ない 2 種（イブキキンモウゴケ、キノボリツノゴケ）を絶滅と判定した。また、前回と比較して、絶滅

危惧Ｉ類を 41 種から 18 種へ大幅に減らし、一方で絶滅危惧 II 類と準絶滅危惧は増やした。これは、

環境の改善によりレッドリスト掲載種の状況が良くなったということではなく、過大評価の傾向にあっ

たものを、より適切なランクに判定し直そうとしたためである。 

神奈川県のレッドデータブックのカテゴリー区分と判定基準も、環境省の基準を、ひいては国際自然

保護連合（IUCN）の基準を準用しているが、いずれのレッドデータ判定においても、なるべく客観性

のある評価が目指されており、定性的評価から定量的評価への移行が進んでいる。コケ植物について現

在まで使われている定性的要件は、解釈の余地が大きかったが、解釈の余地がより少ない定量的要件と

比較すると、日本のコケ植物のレッドデータ判定はずいぶんと過大評価の傾向にあったと言わざるをえ

ない。環境省版レッドリストも、1997 年にはじめて評価が行われて以来、これまでの見直しでランクが

度々引き下げられている種類が散見されるが、今後定量的評価の本格導入にともなって、ますます見直

しが必要になってくるものと思われる。今回の神奈川県レッドデータ評価も、その流れに沿ったもので

ある。 

 また、今回、掲載種数が 7 種減ったのは、7 種（蘚類 3 種、苔類 4 種）の神奈川県新産種が選定され

た一方で、前回のレッドデータブックに掲載されていた種が 14 種（蘚類 10 種、苔類 4 種）外されたか

らである。除外された種については種の解説に登場しないので、以下に説明する。 

 ホソバミズゴケ、ウロコミズゴケ、ウチワチョウジゴケ（キセルゴケ）、オオスミクサリゴケの 4 種

は、県内での生育自体に疑問があり、チェックリスト（有川ほか 2019）から除外した。詳しくは有川

ほか（2019）を参照されたい。 

絶滅危惧 II 類(VU)とされていたコウライイチイゴケは新産地の報告が多数あり、除外した。本種は

環境省レッドリストでも当時絶滅危惧 I 類(CR+EN)とされていたが、2007 年版では準絶滅危惧(NT)と

され、2012 年版からは除外された。準絶滅危惧(NT)とされていたマツムラゴケ、ウキゴケ、フタバム

チゴケは、新産地の報告が多数あり、除外した。前２者はコウライイチイゴケ同様に、かつて環境省レ

ッドリストに含まれていたが、現在では除外されている。情報不足(DD)とされていたホソムジナゴケ、

キテングサゴケは、そもそも認識や発見が困難な種で、絶滅の危惧があると思われないと判断し、除外

した。 

注目種(RM)とされていた 6 種のうち、ホウオウゴケ、オオカサゴケ、コウヤノマンネングサ、イワダ

レゴケの 4 種は、景観上価値のあるよく目立つ種ではあるが、多くの地点で新たに確認され、絶滅のお

それもないことから、今回は選定対象としなかった。残りの注目種のフロウソウとフジノマンネングサ

は準絶滅危惧(NT)としたので、注目種は結果的に今回選定しなかった。  
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